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理
容
行
為
・
出
張
理
容
の

拡
大
に
期
待
と
活
躍
を

今泉森夫理事長

　

ご
来
賓
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
大
変
お
忙
し
い
中
、

令
和
元
年
度
第
62
期
通
常
総
代

る
役
員
の
皆
様
、
長
い
間
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

全
理
連
で
は
経
産
省

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費

　

第
62
期
通
常
総
代
会

は
、
総
代
総
数
１
０
０
名

の
内
、
出
席
者
98
名
、
委

任
状
２
名
に
よ
り
、
定
款

の
規
定
に
従
い
成
立
し

た
。

　

本
総
代
会
に
先
立
ち
、

群
馬
県
理
容
政
治
連
盟
よ

り
清
水
真
人
参
議
院
候
補

に
推
薦
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

理
事
長
あ
い
さ
つ
後
、

５
名
の
方
が
役
員
表
彰
を

受
け
た
。
来
賓
祝
辞
・
謝

辞
で
開
会
式
典
が
終
了

し
、
付
議
事
項
審
議
に
入

る
。

　

議
長
団
選
出
後
、
議
案

第
１
号
・
議
案
第
２
号
が

一
括
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
議
案
第
３
号
・
議
案

第
４
も
同
様
に
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
議
案
第
５
号
な

ど
全
て
可
決
さ
れ
た
。（
議

案
詳
細
は
２
面
に
掲
載
）

　

総
代
会
終
了
後
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
す

る
説
明
会
が
あ
っ
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

通
じ
て
、
県
民
生
活
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
県

の
生
活
衛
生
行
政
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
も
格
別
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

や
活
躍
の
場
面
は
、
よ
り
一
層

広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
も
地
域
に

密
着
し
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、更
な
る
技
術
の
研
鑽
、

衛
生
水
準
の
維
持
の
向
上
に
励

ま
れ
、
理
容
業
界
の
振
興
発
展

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

食
品
・
生
活
衛
生
課

渡　

昭
博
課
長
代
読

　

大
久
保　

徹　
　
（
前　

橋
）

　

吉
澤　
　

雄　
　
（
太　

田
）

　

茂
木
祐
一
郎　
　
（
渋　

川
）

　

小
沼　

義
一
（
利
根
・
沼
田
）

　

長
滝　

健
一　
　
（
碓　

氷
）

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
泉
理
事
長
あ
い
さ
つ

令
和
元
年
５
月
27
日
（
月
）
群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

通
常
総
代
会
開
催

群
馬
県
知
事　

大
沢
　
正
明
　

氏

役
員
表
彰

（５名）

総代会概要

者
還
元
事
業
」
を
活
用
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
代
会
後
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
・A

irpay

の
方
々
が
、

わ
か
り
や
す
く
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
良
く

会
に
出
席
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

総
代
の
皆
様
、
本
総
代
会
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ

り
、
７
月
に
は
知
事
選
が
あ
り

ま
す
。
清
水
真
人
候
補
も
７
月

に
参
院
選
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
、
投
票
率
が
非
常
に
悪

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
前
の

市
議
選
を
見
て
も
投
票
率
が
落

ち
ま
し
た
の
で
、
７
月
21
日
に

は
ぜ
ひ
、
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

ま
た
役
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ

令
和
始
動
、
新
し
い
歴
史
切
り
開
け

第62期「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

　
　
　

 

　還
元
事
業
」の
推
進

長滝氏　　　小沼氏　　　　茂木氏　　　吉澤氏　　大久保氏　

副議長金井照夫氏　　　　議長坂田和典氏　副議長竹鼻幸雄氏

おめでとうございます 役員表彰

考
え
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
早
く
業
界
が
元
気
に

な
り
ま
す
よ
う
に
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
、

理
容
行
為
の
範
囲
や
出
張
理
容

の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
お

り
、
皆
様
に
期
待
さ
れ
る
役
割

来賓あいさつ

大
輪
の
花
が
開
か
れ
ま
す
よ
う
に

理
容
専
門
学
校
長　

松
田
　
昇
氏

　

役
員
表
彰
さ
れ
た
方
々
に
は
、

本
校
の
卒
業
生
が
、
こ
の
よ
う

な
組
合
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
深
く
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
に
な
り
ま
し
て
学
生
の

数
が
少
な
い
な
が
ら
も
、
半
数

以
上
が
理
容
業
者
の
子
弟
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
業
界
は

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
か
な
と

私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

益
々
一
人
一
人
、大
輪
の
花

が
開
か
れ
ま
す
よ
う
、
個
々
に

精
進
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
本
校
学

園
の
学
生
た
ち
の
質
の
向
上
を

兼
ね
な
が
ら
良
い
学
生
を
世
に

送
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　
　
（
２
面
に
続
く
）

議長団

hirom
テキスト ボックス
義和
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蓼沼千紘選手

ピ
ッ
ク
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
立
候
補
を

し
て
い
る
。

　

会
場
の
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
は
、
総
合
体
育
館
と
し
て
規

模
、機
能
性
共
に
素
晴
ら
し
く
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
少
な
く
感
じ
る

程
大
き
な
会
場
で
あ
る
。

　

理
容
２
０
１
９
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
会
は
地
元
埼
玉
一
人
の
出
場

者
で
テ
ー
マ
は
、「
ウ
エ
ブ
を

使
っ
た
有
益
情
報
の
活
用
法
」

理
容
師
の
成
長
は
社
会
貢
献
へ

の
源
と
題
し
て
発
表
、
青
年
部

で
は
理
容
師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
た
小
説
を
書
き
理
容
の
Ｐ
Ｒ

に
寄
与
し
た
作
家
に
、
髪
っ

ぴ
ー
大
賞
を
授
与
。

　

会
場
ホ
ー
ル
で
は
お
顔
そ
り

デ
モ
ス
ト
隊
、
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ

ン
ト
や
商
社
の
ブ
ー
ス
、
テ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
朝
採
れ
野
菜

販
売
、
彩
の
国
食
フ
ェ
ス
コ
ー

ナ
ー
が
来
場
者
の
旧
交
を
温
め

る
飲
食
歓
談
の
場
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
た
。
成
績
発
表
前
の

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
一
言

ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

第
62
期
通
常
総
代
会
に
お
い

て
役
員
表
彰
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
光
栄
に

　

県
青
年
女
性
部
で
は
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
」
と
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

の
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
ピ
ン

バ
ッ
チ
を
１
コ
５
０
０
円
（
税

込
）
で
販
売
中
！　

経
費
を
除

く
利
益
は
群
馬
県
児
童
養
護
施

設
連
絡
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
は
元
号
が
令
和
に
変
わ

り
、
私
た
ち
の
業
界
も
こ
の
新

し
い
元
号
と
共
に
益
々
前
進
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
総
代
の
皆
様
が

一
歩
で
も
前
進
す
る
様
な
会
議

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
本
当
に

組
織
の
た
め
、ま
た
新
し
い
時
代

の
発
展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今

日
の
会
議
を
し
て
い
た
だ
け
れ

　

議
長
に
坂
田
和
典
氏
（
伊
勢
崎
）
副
議
長
に
金
井
照
夫
（
渋
川
）

竹
鼻
幸
雄
（
高
崎
）
両
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

議
案
審
議
で
は
各
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
出
席
者
の
賛
成
多

数
に
よ
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
１
号

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関
す
る
件

●
議
案
第
２
号

　

平
成
30
年
度
収
支
決
算
報
告
に
関
す
る
件

●
議
案
第
３
号

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

●
議
案
第
４
号

　

令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

●
議
案
第
５
号

　

令
和
元
年
度
借
入
金
・
貸
付
金
額
承
認
に
関
す
る
件　

新
し
い
元
号
と
共
に
発
展
を

県
組
合
顧
問　

吉
野
　
信
一
氏

業
界
発
展
に
尽
力
を

受
賞
者
代
表
謝
辞　

大
久
保
　
徹
氏

付
議
事
項
審
議
経
過

　

県
理
容
組
合
で
は
、
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
県
組
合
事
務

員
に
寺
澤
美
穗
さ
ん
が
新
規
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
事
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

役
員
一
同
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
抽
選
会
は
、
カ
ラ
ー
Ｔ
Ｖ
、

空
気
清
浄
機
、
温
泉
宿
泊
券
、

ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
地
元
の

清
酒
や
和
菓
子
な
ど
の
景
品
の

当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
に

会
場
は
沸
き
上
が
っ
た
。

　

競
技
は
、
第
１
部
門

Barber Style

（
バ
ー
バ
ー
ス

タ
イ
ル
）
小
針
秀
文
、星
択
弥
、

第
２
部
門
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ

ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル（Tlish

）

人
間
モ
デ
ル
蓼
沼
千
紘
、
第
３

部
門
メ
ン
ズ
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ

ス
タ
イ
ル
齋
藤
拓
巳
の
４
選
手

が
エ
ン
ト
リ
ー
の
構
成
で
あ

る
。
小
針
選
手
は
積
年
の
思
い

の
優
勝
を
見
事
に
達
成
し
た
。

　

蓼
沼
選
手
は
県
大
会
・
関
東

甲
信
越
大
会
初
出
場
で
４
位
、

敢
闘
賞
を
勝
ち
取
っ
た
。
受
賞

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

星
選
手
と
齋
藤
選
手
は
残
念

な
が
ら
入
賞
は
逃
し
た
が
、
自

分
自
身
で
思
い
当
た
る
点
、
諸

先
輩
の
よ
り
良
い
助
言
な
ど
を

聞
き
今
後
の
課
題
を
見
い
出
し

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平
高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8

☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫
前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9

☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫
高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9

☎027（364）4771　FAX027（364）4772 

群馬県理器商組合

ピ
ン
バ
ッ
チ
発
売
中

群
馬
の
子
ど
も
た
ち
を

応
援
し
ま
す

新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

　

４
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
寺
澤
美
穗
で
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

更
な
る
努
力
を
続
け
て
欲
し
い

と
思
う
。

　

４
選
手
と
も
今
大
会
前
強
化

夜
間
練
習
会
を
開
催
し
て
く

れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
講

師
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
10
月
の
全
国
大

会
へ
出
場
予
定
の
選
手
は
更
な

る
研
鑽
を
積
ま
れ
挑
む
こ
と
を

願
っ
て
大
会
取
材
記
と
い
た
し

ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
は
営
業
日
に

も
関
わ
ら
ず
会
場
ま
で
足
を
運

び
応
援
し
て
い
た
だ
き
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　
（
副
理
事
長　

神
林　

尚
）

存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
存
じ

ま
す
が
、
業
界
発
展
の
た
め
に

尽
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
業
界
の
繁

栄
と
、
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た

各
位
、
ま
た
ご
列
席
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
謝

辞
と
い
た
し
ま
す
。

ば
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
役
員
表
彰
を
受
け
た
方

々
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
長
い
間
、
業
界
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
業
界
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

第63回 in 埼玉

関東甲信越理容競技大会
理容２０１９メッセージ大会

優勝!　
小針秀文選手

令和元年７月９日（火）　深谷ビッグタートル

　

皆
様
、
推
薦
を
い
た
だ
き
ま

し
た
清
水
真
人
で
す
。
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
で
い
ろ
い
ろ
話
が
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
抜
け

て
い
ま
す
。
何
か
と
言
い
ま
す

と
物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
理
容

組
合
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
き
っ
ち
り
と
し
た

髪
型
に
し
て
も
ら
い
、
個
人
的

に
も
理
容
店
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
私
自
身
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
組

合
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
大
切
な

の
は
、
景
気
を
維
持
し
、
回
復

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
で

も
多
く
の
方
が
お
洒
落
を
し
た

り
、
髪
を
切
っ
て
、
皆
様
の
と

こ
ろ
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
環
境
作
り
に
向
か
い

合
っ
て
い
く
の
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
こ
の
選
挙
を
勝

ち
抜
き
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
７

月
21
日
、参
議
院
選
挙
に
お
い

て
当
選
し
ま
し
た
）

推薦状を受け取る清水氏

　

彩
の
国
、
埼
玉
県
深
谷
市
で

第
63
回
関
東
甲
信
越
理
容
競
技

大
会
・
理
容
２
０
１
９
メ
ッ
セ

ー
ジ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

深
谷
市
は
、
ネ
ギ
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
で
知

ら
れ
る
が
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

参
議
院
議
員
候
補　

清
水
　
真
人 

氏

組
合
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
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「Leap」の仕上がり

シ
ュ
に
続
き
３
作
品
目
と
な

る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
ポ
ー
ツ
や
ア

ス
リ
ー
ト
に
注
目
が
集
ま
る
こ

と
を
想
定
し
、
ア
ス
レ
ジ
ャ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
＋
レ
ジ
ャ
ー
）
に
合
う
、
活

動
的
で
健
康
的
な
女
性
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ス
ポ
ー
テ
ィ
な

シ
ョ
ー
ト
レ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
ス

タ
イ
ル
。『
Ｌ
ｅ
ａ
ｐ
』に
は「
躍

動
す
る
」、「
飛
躍
す
る
」
な
ど

　

長
梅
雨
の
７
月
22
日
（
月
）

群
馬
県
理
容
専
門
学
校
に
て
、

２
０
２
０
年
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
『
Ｌ

ｅ
ａ
ｐ
』の
講
習
会
が
、ニ
ュ
ー

ヘ
ア
設
定
委
員
の
江
川
真
一
全

理
連
中
央
講
師
を
迎
え
参
加
者

60
名
で
行
わ
れ
た
。

　

一
昨
年
か
ら
全
理
連
ニ
ュ
ー

ヘ
ア
が
、
レ
デ
ィ
ス
ス
タ
イ
ル

と
な
り
、
マ
ー
ジ
ュ
、
ト
リ
ッ

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

浜
町
勤
労
会
館

出
席
者　

32
人

議
長
名　

小
林　

利
夫

〔
渋
川
支
部
〕

支
部
長　

茂
木　

正
行

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

渋
川
中
央
公
民
館

出
席
者　

35
人

議
長
名　

金
井　

照
夫

〔
利
根
沼
田
支
部
〕

支
部
長　

大
川　

浩

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

沼
田
市
中
央
公
民
館

出
席
者　

42
人

議
長
名　

大
川　

浩

〔
甘
楽
支
部
〕

支
部
長　

神
林　

尚

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

ヴ
ァ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

出
席
者　

36
人

議
長
名　

茂
木　

邦
行

〔
多
野
支
部
〕

支
部
長　

木
村　

次
夫

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

藤
岡
公
民
館

出
席
者　

23
人

議
長
名　

石
井　

竹
則

〔
吾
妻
支
部
〕

支
部
長　

山
口　

幸
一

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

東
吾
妻
中
央
公
民
館

出
席
者　

33
人

議
長
名　

山
口　

幸
一

〔
碓
氷
支
部
〕

支
部
長　

須
藤　

博
美

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

安
中
市
商
工
会
館

出
席
者　

27
人

議
長
名　

金
井　

俊
雄

〔
前
橋
支
部
〕

支
部
長　

西
山　

継
典

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

前
橋
総
合
福
祉
会
館

出
席
者　

42
人

議
長
名　

石
田　

正
彦

〔
桐
生
支
部
〕

支
部
長　

阿
部　

勝
彦

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

桐
生
市
民
文
化
会
館

出
席
者　

39
人

議
長
名　

森
下　

洋
子

〔
高
崎
支
部
〕

支
部
長　

小
林　

真
澄

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

高
崎
市
総
合
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

出
席
者　

45
人

議
長
名　

塚
越　

優

〔
伊
勢
崎
支
部
〕

支
部
長　

綿
貫　

晴
通

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

伊
勢
崎
市
文
化
会
館

出
席
者　

38
人

議
長
名　

山
田　

浩
孝

〔
邑
楽
支
部
〕

支
部
長　

須
永　

寬
司

期　

日　

４
月
22
日
（
月
）

場　

所　

レ
ス
ト
ラ
ン
司

出
席
者　

27
人

議
長
名　

須
永　

寬
司

〔
太
田
支
部
〕

支
部
長　

岩
崎　

富
夫

３　

位　

太
田
チ
ー
ム

男
子
個
人

優　

勝　

新
井
基
之（
伊
勢
崎
）

２　

位　

茂
木　

宏
（
太
田
）

３　

位　

新
井
勝
造
（
桐
生
）

ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞

女
子　

戸
塚
安
代
（
高
崎
）

男
子　

新
井
基
之
（
伊
勢
崎
）

（
青
年
女
性
部　

蝋
山　

大
介
）

　

第
36
回
県
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
６
月
24
日
（
月
）
前
橋

エ
メ
ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

昨
年
よ
り
も
参
加
チ
ー
ム
が

増
え
各
レ
ー
ン
で
は
歓
声
な
ど

が
聞
こ
え
て
く
る
ほ
か
、
ハ
イ

タ
ッ
チ
や
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す

る
チ
ー
ム
も
あ
り
笑
顔
溢
れ
る

な
か
競
い
あ
っ
た
。

　

成
績
は
下
記
の
通
り
。

県
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

開
催
さ
れ
る

互
助
会
員
訃
報

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

矢
内　
　

操（
伊
勢
崎
）組
合
員

相
上　

義
昭
（
邑
楽
）
組
合
員

山
田　

康
文
（
邑
楽
）

岩
﨑　
　

修
（
甘
楽
）
組
合
員

橳
島　

好
雄
（
甘
楽
）
組
合
員

早
川　

桂
子
（
碓
氷
）

令和元年度巡回講習会日程表
高崎支部（西毛）

日 時 令和元年10月７日（月）10：00～

場 所 ホテルグランビュー高崎

科 目 レディスカット＆プチエステ

講 師 全理連中央講師
　菅家絵利子（神奈川）

太田支部（東毛）

日 時 令和元年10月28日（月）13：00～

場 所 ティアラグリーンパレス

科 目 少しのケミカルを覚える事で
儲かる方法

講 師 全理連中央講師
　飯島克昌（千葉）

利根沼田支部（北毛）

日 時 令和元年11月11日（月）10：00～

場 所 群馬県利根沼田振興局

科 目 女性客をターゲットにした
メニューの提案

講 師 全理連中央講師
　島田礼子（千葉）

各支部で
総会
を開催

の
意
味
が
あ
り
レ
イ
ヤ
ー
オ
ン

レ
イ
ヤ
ー
で
ハ
ネ
る
よ
う
な
毛

束
感
を
表
現
し
て
い
る
。
５
つ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
独
立
し
た
レ

イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り

カ
ッ
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
必
要
と

す
る
。
江
川
講
師
の
解
り
や

す
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
解
説
で
、

や
っ
て
み
よ
う
と
自
信
を
つ
け

さ
せ
て
く
れ
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス

タ
イ
ル
で
十
分
に
メ
ン
ズ
ス
タ

イ
ル
に
も
応
用
が
利
く
。

　

令
和
の
夏
か
ら
来
年
の
オ
リ

パ
ラ
シ
ー
ズ
ン
ま
で
ア
ス
レ

ジ
ャ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を

包
み
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
が
『
Ｌ
ｅ

江川講師とモデル

2020
全理連ニューヘア

『Leap』（リープ）
講習会

　

６
月
17
日
、
茂
木
祐
一
郎
県

講
師
を
迎
え
、
忙
し
い
朝
の
整

髪
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
で
ア
イ
ロ
ン
パ
ー
マ

の
講
習
を
行
っ
た
。

　

理
容
師
の
得
意
分
野
で
少

し
で
も
客
単
価
を
上
げ
な
が

ら
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

ヘ
ア
ー
を
提
案
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

工
夫
し
た
り
、
そ
れ
と
な
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

邑
楽
支
部
長
も
モ
デ
ル
に
な

り
、
有
意
義
な
講
習
会
で
し

た
。

（
広
報　

横
塚　

千
明
）

女
子
団
体

優　

勝　

高
崎
Ａ
チ
ー
ム

２　

位　

前
橋
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

利
根
沼
田
チ
ー
ム

女
子
個
人

優　

勝　

戸
塚
安
代
（
高
崎
）

２　

位　

山
形
絹
代
（
前
橋
）

３　

位　

田
嶋
み
ち
子（
高
崎
）

男
子
団
体

優　

勝　

高
崎
チ
ー
ム

２　

位　

前
橋
チ
ー
ム

女子団体優勝の高崎Ａチーム男子団体優勝の高崎チーム

邑
楽
支
部

楽
ヘ
ア
ー

講
習
会

朝

ａ
ｐ
』。
街
中
で
こ
の
様
な
ス

タ
イ
ル
が
見
か
け
る
よ
う
に
な

れ
ば
…
…　

　
（
前
橋　

渋
澤　

均
）

茂木県講師
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県
組
合
、
本
年
度
初
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
県
理
容
競
技
大
会
が
理
容
専
門
学
校
に
て
行
わ
れ

た
。
各
競
技
部
門
の
選
手
が
日
々
の
練
習
の
成
果
を
競
っ
た
。
第
1
部
門
は
小
針
、
星
の
両
選
手
、

第
2
部
門
は
蓼
沼
選
手
、
第
3
部
門
齋
藤
選
手
の
関
東
甲
信
越
理
容
競
技
大
会
出
場
（
埼
玉
県
）

が
決
ま
っ
た
。
全
力
で
競
っ
た
選
手
た
ち
に
最
後
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

講師会に囲まれる講師会賞の星選手

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

第
66
回 

群
馬
県
理
容
競
技
大
会

平
成
31
年
4
月
15
日
（
月
）
群
馬
県
理
容
専
門
学
校

　

１
９
１
号
「
群
馬
県
生
活
衛

生
業
者
大
会
」の
記
事
の
中
で

連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
横
塚
千
秋
（
邑
楽
）
と
記
載

い
た
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

横
塚
千
明
（
邑
楽
）
の
誤
り
で

し
た
。

　

横
塚
氏
に
は
、
お
詫
び
申
し

上
げ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
長　

新
井　

康
浩
）

訂
正
と
お
詫
び

マネキン展示部門

最優秀賞　舘野　太郎（前橋）　26
優 秀 賞　遠藤由美子（太田）　21
優 秀 賞　竹内　幸彦（前橋）　18

　第５部門
敢闘賞伊藤選手　３位山田選手　優勝小林選手　２位春山選手 舘野太郎選手の作品

シニア部門

優　勝　信澤　孜（前橋）　99.66
第２位　川野　明（前橋）　98.66
第３位　永井哲雄（高崎）　98.00

信澤孜選手の作品第２部門優秀賞　蓼沼選手第３部門優秀賞　齋藤選手
第４部門　
２位境野選手　優勝関根選手　３位ラモス選手　敢闘賞川野選手

第５部門

優　勝　小林紅緒（渋川）　99.00
第２位　春山　葵（前橋）　98.50
第３位　山田俊幸（前橋）　98.50
敢闘賞　伊藤美紅（前橋）　96.75

クラシカルバック・
ドライヤー・仕上げ・セット

小林紅緒選手の作品

第 1部門

優秀賞　小針秀文（前橋）　99.25
第２位　星　択弥（太田）　98.25
第３位　栁井優実（渋川）　97.00

Barber Style
（バーバースタイル）

小針秀文選手の作品

第３部門

優秀賞　齋藤拓巳（前橋）　97.25

　　メンズカット・
　　　　　パーマスタイル

斎藤拓巳選手の作品

第２部門

優秀賞　蓼沼千紘（桐生）　98.75

レディスカット・
　　パーマスタイル（Tlish）

蓼沼千紘選手の作品

第４部門

優　勝　関根　彗（昼間生）　99.50
第２位　境野　凜（昼間生）　99.50
第３位　ラモストシオ（昼間生）　98.00
敢闘賞　川野　空（昼間生）　97.00

ワインディング

関根彗選手の作品

挨拶をする今泉理事長
第１部門　
３位柳井選手　優秀賞小針選手　２位星選手

編

集

後

記

編

集

後

記

選
、
県
議
会
選
、
市
町

村
議
選
、
知
事
選
、
参

議
院
選
な
ど
相
次
い

だ
。

　

年
々
投
票
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
期
日

前
投
票
と
い
っ
た
制
度

も
あ
る
の
で
投
票
に
行

く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

今
年
は
梅
雨
明
け
が

遅
く
、
低
温
と
日
照
不

足
が
続
き
、
農
作
物
の

出
来
具
合
を
心
配
す
る

方
も
少
な
く
な
い
と
思

う
。

　

梅
雨
明
け
す
れ
ば
、

急
に
暑
く
な
っ
て
「
み

や
ま
」
が
刊
行
さ
れ
る

頃
に
は
猛
暑
続
き
に
な

　

令
和
元
年
11
月
18
日
（
月
）

10
時
、
群
馬
県
理
容
専
門
学
校

２
階
カ
モ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
営
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

営
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　

令
和
初
の
編
集
後
記
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
県
内
所
々
で
市
町
長

る
か
も
知
れ
な
い
。

（
広
報　

中
山　

文
男
）


